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鍛えの二月 自分を見つめ，高めよう！
校長 牧口 廣久

「白梅に 魂入りし 月夜哉」（正岡子規）。二十四節気の大寒から二週
間ほどが一年で最も寒い時期とされます。実際，多くの地域では，平均気
温が最も低くなる頃です。厳しい寒さが続く中，各地では，梅の木が少し
ずつ開花を始めました。二月は，「梅見月」との異名がありますが，梅はど
の花にも先駆けて咲くことから，「百花の 魁 」ともいわれます。また，「春

さきがけ

告げ草」との別称もあります。寒さに胸張り，日々を元気に過ごしたいも
のです。
寒い冬の朝，はるか向こうに山の稜線がくっきりと見える時があります。

冷たい風に身を縮めるようにして歩いていても，ひとたび山を眺めれば，
すっと背筋が伸びるような感覚になります。日本の国土は，七割以上が山
地と丘陵地で，山と日本人は本来，切っても切れない関係にありました。
都道府県名に一番多く含まれる漢字も「山」です。また，俳句の世界では，
季節ごとの山の変化が巧みに表現されています。今の時季，冬の静まり返
った様子は，「山眠る」。夏は青々とした緑から「山滴る」，秋は紅葉で彩ら

したた

れるので「山粧ふ」。そして春は「山笑う」。躍動の季節を迎えた喜びが生
よそお

き生きと伝わってきます。昔から，人は山を見つめ，山と心を通わせてき
ました。山は人の心を啓発する働きがあり，一方，人もまた山を身近に感
じ，山と一体化するようになりました。
堂々とそびえる山を望んでは，心を新しくする。厳しい寒さにも負けず，

悠然としているその姿に，自分自身もそうありたいとの願いが湧き上がり
ます。人にもそれぞれ目標とする「山」があります。自分自身の一番高い
ところへ，その頂上を見上げながら，日々，歩みを進めていきたいもので
す。
「一月往ぬる二月逃げる三月去る」の言葉通り，１月から３月までは何

かと行事も多く，あっという間に過ぎてしまう感覚があります。時間が〝
逃げ去る〟ように「忙しい」「時間が足りない」と思っているだけでは余計，
空転してしまいがちです。時間活用法の本などには，「やることを書き出し
て明確化する」ことが挙げられています。やることを具体的に「見える化」
することで，課題や解決法も見えてきます。また，「短い空き時間や朝の時
間を活用する」ことも挙げられています。わずか数分では何もできないと
切り捨ててしまえばその時間は無駄になりますが，工夫をすれば価値が生
まれます。また，最小の時間で最大の効果を挙げるには？というテーマを
扱った本には，目標設定の仕方として，着実に達成できる小さな目標が大
切と記されていました。あまりに大きな目標を立てると，途中であきらめ
てしまう場合があるからです。やはり，一日一日の小さな積み重ねが大事
だと思うところです。

令和６年は，平成２７年度の住吉小卒業生が
二十歳になる年です。
１月２日，あしびの郷・ちなで行われた『二

十歳のつどい』の後，住吉小にて保護者・担任
の先生と一緒にタイムカプセルを開封しました。
なつかしい作品や手紙の数々に歓声があがり，
思い出話に花が咲きました。久しぶりに再会し
た友達や先生となごやかなひとときを過ごしま
した。

『ふるさと町づくり基金』
より，新たな遊具を設置し
ていただきました。ブラン
コとジャングルジムです。
朝の活動前の時間や昼休み
に，楽しそうに遊ぶ姿が見
られます。休みの日にも，
遊具で遊ぶために学校にや
って来る子どもが多いよう
です。卒業生の中・高生も
時折，おとずれています。校区の人気スポットです。

住吉小学校の卒 大谷翔平選手
業生の方から，奄 のグローブでキ
美群島日本復帰の ャッチボールが
日である12月25日， ブームです。「バ
この日を記念した ットがあるとい
ご寄付をいただき いな」という子
ました。学校のた どもたちの声。
めに大切に使わせ ボールを打ってみたくなるのでしょう。
ていただきます。 まさに，『野球しようぜ！』です。

２日(金) 歳の祝い発表会 17日(土) 島唄・島ムニ大会 数学検定
６日(火) 田皆中校区小・中連絡会 25日(日) がじゅまる農園・じゃがいも収穫
９日(金) 漢字検定 【予備日：３月３日（日）】
10日(土) なわとび集会 27日(火) 授業参観・学校保健委員会・
16日(金) 第４回学校運営協議会 学級PTA・全体PTA・家庭教育学級閉級式

＊ご寄付をいただきました＊ ＊大谷選手のグローブ＊

＊ 二十歳のつどい ～タイムカプセル開封 1月2日～ ＊

＊ ブランコとジャングルジム ＊

＊２月の行事予定＊


